
［要 旨］
ここでは，九州産業大学経営学部経営学会により刊行されてきました『経営学論集』の歴史を

辿っています。1990年に『経営学部創立20周年記念論文集』が刊行された後，創刊号『経営学論
集』第1巻第1号が発刊されました。そして，2018年に刊行された『経営学論集』第28巻4号が
最終刊になりました。この28年の間に公表された論文のタイトルと著者を刊行順に表にしていま
す。

紀要『経営学論集』－28年間の歩み－

金 川 一 夫＊

はじめに

『経営学論集』は2018年に最終号を迎えることになりました。これまで，九州産業大学経営

学部に籍を置かれました先生がたの教育や研究の活動をあらためて紹介させていただきたいと

いう思いを込めまして，九州産業大学経営学部経営学会が刊行してきました『経営学論集』の

28年間の歴史を振り返ることにしたいと思います。

経営学部の開設

学園40年史によれば，「新しい視座で経営学部を開設」という節で，「昭和40年代以降，経営

管理あるいは『管理の科学』という概念が重視されだした。元来，アメリカの工場管理思想に

端を発するものだけに，それはきわめて実践的，実証的なものである。しかも先進諸国では広

域な技術革新の渦中から，インダストリアル・エンジニアリング（IE），システム・エンジニ

アリング（SE）という管理のための技術体系を含む学問的蓄積が着々と構築されつつある。

とりわけ，現代の技術革新の中心的役割を担うものとして驚異的な発達を見せる電子計算機の

応用技術があり，これは産業界はもとより一般社会の関心をも集めている。（途中省略）そこ

で，九産大では商学部の産業経営学科から新たに経営学部として独立させる必要性を痛感した。
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すなわち，九産大の経営学部は管理技術の要員たるべき者を養成し，また，管理技術そのもの

の開発に当たる研究者を養成することとし，その発想においてもカリキュラムの内容において

も，多くの大学の経営学部とは著しく異なるものである。文部省に認可申請し，昭和43年4月，

経営学部として開設された1。当初は産業経営学科（定員150名）のみ1学科のスタートだった」

と述べられています。もう一つの学科である国際経営学科は1981年に増設されました。九州産

業大学50年史によれば，「経済交流の国際化という時流をとらえ，『産学一如』を掲げる本学は

昭和56（1981）年4月，経営学部に新たに国際経営学科を設置。他大学では『国際経済学科』

や『貿易学科』などが開設されていたが，海外を舞台とする経営ノウハウに主眼を置いた国際

経営学科の新設は，全国でも珍しかった」と述べられています。このように，経営学部は1968

（昭和43）年に開設されましたが，『経営学論集』の刊行は20年以上を過ぎた1990年まで待た

なければならなかったのです。

創刊号の発刊

1990年に，これまで商学部と共同で刊行していた『商経論叢』から独立して『経営学論集』

を発刊することになりました。『経営学論集』第1巻第1号の巻頭言では，「本学に経営学部が

創設されてから，独立の論集の発刊が度々論議されながら今日に及びましたが，本年3月に刊

行されました『経営学部創立20周年記念論文集』に引き続き，愈く創刊号を発刊する日を迎え

ることができました」と述べられています。『経営学論集』について，国立国会図書館サーチ

（NDL Search）で検索した結果，「九州産業大学経営学論集」をキーワードとした検索で997

件，「九州産業大学経営学会経営学論集」をキーワードとした検索で275件でした。次の表は主

に九州産業大学図書館学術リポジトリのデータをもとに作成しています。紙面の関係から500

件程度を掲載しています。

1 九州産業大学は1960年に九州商科大学（商学部）として開学しました。1963年に九州産業大学に改称し，工
学部を設置しました。1964年に商学部第二部，1966年に芸術学部，1968年に経営学部，1993年に経済学部，
1994年に国際文化学部，2002年に情報科学部を設置しました。2018年に商学部，経営学部，国際文化学部を再
編し，（新）商学部，地域共創学部，（新）国際文化学部，人間科学部を設置しました。
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巻 号 発行日 タイトル 著者

A* 1990／3 国際間の経営資源の移転と企業特殊的優位性維持の条件：特に技術の移転と研究・開
発の諸問題を中心に 井沢 良智

A 1990／3 A New Approach of Systems-Cybernetics Model to Global Politics Itow Shigeyuki

A 1990／3 ウナフロー経済的利益概念の提唱 上野 清貴

A 1990／3 大恐慌期のビッグ・ビジネスと貿易問題：アメリカ製造業者輸出協会の立場を中心に 鹿野 忠生

A 1990／3 システムと組織について 国狭 武己

A 1990／3 貯蓄・投資バランス論と経済摩擦 小嶋 秀夫

A 1990／3 コントーラビリティ概念に関する一考察 昆 誠一

A 1990／3 サービス・マーケティングの基礎理論：サービスの本質 齋藤 實男

A 1990／3 西ドイツの団体交渉・労働協約・経営協定（2）：事例を中心にして 佐護 譽

A 1990／3 日本における商品先物市場の現況 白鳥 正明

A 1990／3 日本私立大学企業論序説 田島 巌

A 1990／3 新時代のマーケティング 行川 一郎

A 1990／3 情報研究の新しいアプローチ 文 言

A 1990／3 「情報」の概念について 福田 馨

A 1990／3 シリコンバレーの今昔に思う：日米電子産業の覇権競争の軌跡 保科 一明

A 1990／3 情報とゲーム均衡（1） 村田 省三

A 1990／3 制御から経営へ 山川 典宏

A 1990／3 情報化社会への自治体の対応：九州地域における自治体を中心に 渡部 榮

1 1 1990／10 ＜研究ノート＞アジア・環太平洋共生の構図を求めて 井沢 良智

1 1 1990／10 実現利益の研究 上野 清貴

1 1 1990／10 工程管理 国狭 武己

1 1 1990／10 ＜研究ノート＞国際マーケット・日本市場（1） 齋藤 實男

1 1 1990／10 ＜資料＞西ドイツの団体交渉・労働協約・経営協定（3）：事例を中心として 佐護 譽

1 2 1990／12 ＜研究ノート＞日本における先駆的ソフト・システム思考者 伊藤 重行

1 2 1990／12 ＜研究ノート＞アジア・環太平洋共生の構図を求めて（？） 井沢 良智

1 2 1990／12 情報時代における地域の経済と産業 山崎 良也

1 2 1990／12 ＜資料＞第一回日米経営会議に参加して 渡部 榮

1 3 1991／2 経営利益の研究 上野 清貴

1 3 1991／2 ＜研究ノート＞厦門市五金交電批発公司の会計制度 昆 誠一

1 3 1991／2 ＜研究ノート＞オーチャード・マーケティング戦争（1）：日系スーパー，百貨店の
シンガポール進出 齋藤 實男

1 3 1991／2 科学の限界とニューサイエンス 文 言

1 3 1991／2 参入企業のパラドックス 村田 省三

1 3 1991／2 戦略的情報システムの概念について 渡部 榮

1 4 1991／3 アジア太平洋地域の域内・域外協力：域内浮揚の可能性と将来の研究抄 井沢 良智

1 4 1991／3 ＜資料＞消費財製造業の生産システムの革新 国狭 武己

1 4 1991／3 ＜研究ノート＞ナショナル・シティ銀行ペトログラド支店：ロシア革命と外国銀行 白鳥 正明

1 4 1991／3 「生販統合」とマーケティング 行川 一郎

1 4 1991／3 チェーンストア パラドックス 村田 省三

2 1 1991／7 ＜研究ノート＞日本メーカーのタイ進出：その変遷と計画性 国狭 武己

2 1 1991／7 グリーン・マーケティング 齋藤 實男

2 1 1991／7 完全情報ゲームの均衡と経済モデル 村田 省三

2 1 1991／7 地域情報化と経営教育の役割について：九州地域における自治体を中心として 渡部 榮

2 2 1991／10 アジア・太平洋地域発展の可能性と展望 序（上）：グローバル化と経済・経営におけ
る共生関係の構図として 井沢 良智

2 2 1991／10 生産形態と管理の動向 甲斐 章人

2 2 1991／10 ＜研究ノート＞タイの工業団地と物流構造 国狭 武己
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2 2 1991／10 PL への企業対応について 行川 一郎

2 2 1991／10 地域情報システムの開発と地域経済の発展について：九州地域における先進自治体の
事例を中心として 渡部 榮

2 3 1991／10 都市と農村を結ぶグリーン・マーケティング：九州産業大学経営学部共同研究プロ
ジェクト報告（1）

大村幸生，齋藤實男，
鈴木博，李宗藩，朱寧悳

2 3 1991／10 業績管理会計の展望：生産現場での業績管理を中心に 昆 誠一

2 3 1991／10 ＜研究ノート＞韓国の労働組合：その歴史と現状 佐護 譽，文 尚鎬

2 3 1991／10 ＜研究ノート＞合理性について 文 言

2 3 1991／10 The Process of Integrating LDCs into the Global Trading System and the Role of Free
Trade in LDC Economic Devolopment Timothy Dean Keeley

2 4 1992／3 ＜研究ノート＞韓国の経営者団体：その歴史と現状 佐護 譽，李 元雨

2 4 1992／3 Special Characteristics of Land Tradings and Proposal for Dual Apraisal of Land
Value in Connection with The Land Bubble Miyasaka Tuneharu

2 4 1992／3 <Notes> On Computerization of Office Works and Distribution: Especially on WSS
and NACCS Saitoh Jitsuo

2 4 1992／3 The Transformation of the General Electric Co. in the 1980s and ’90s Timothy Dean Keeley

3 1 1992／7 都市と農村を結ぶグリーン・マーケティング（2）
大村幸生，齋藤實男，
鈴木博，李宗藩，朱寧，
李元雨

3 1 1992／7 アジア・太平洋地域発展の可能性と展望：序（中）：NIEs にみる国際分業参画のパラ
ダイムとその限界 井沢 良智

3 1 1992／7 イギリスにおける M&A 浦野 倫平

3 1 1992／7 Management Tasks of Japanese Manufacturers in their Overseas Manufacturing:
Considering each Basic Task Kunisa Takemi

3 1 1992／7 Issues of Executive Compensation A Comparative Analysis (U.S. Japan Europe) Timothy Dean Keeley

3 1 1992／7 米国大学におけるキャンパスネットワークの実態に関する調査研究 鷲頭正憲，孫宏傑，文言

3 2 1992／11 都市と農村を結ぶグリーン・マーケティング（3）
大村幸生，齋藤實男，
鈴木博，李宗藩，朱寧，
李元雨

3 2 1992／11 経営者支配の二類型 池内 秀己

3 2 1992／11 アジア・太平洋地域発展の可能性と展望：序（下）：アジアの共生とグローバリズム
の融合 井沢 良智

3 2 1992／11 限界経済的利益概念の提唱 上野 清貴

3 2 1992／11 ＜研究ノート＞TQC 活動の進展と今日的課題 甲斐 章人

3 2 1992／11 ＜研究ノート＞ドイツの産業博物館の最近の動向から 木元 富夫

3 3 1993／1 Self-Organizing Leadership in Japanese Management: A View from a Soft-Cybernetics
Method 伊藤 重行，山川 典宏

3 3 1993／1 設備投資計画 上野 清貴

3 3 1993／1 韓国における賃金体系の歴史と現状 佐護 譽，安 煕卓

3 3 1993／1 情報化社会への企業の対応 鷲頭 正憲

3 4 1993／3 都市と農村を結ぶグリーン・マーケティング（4）
大村幸生，齋藤實男，
鈴木博，李宗藩，朱寧，
李元雨

3 4 1993／3 韓国における労使協議制度の変遷と現状 佐護 譽，李 元雨

3 4 1993／3 Forecast and Expectation of Investors in the Bubble Periods in Japan 宮坂 恒治

4 1 1993／7 経営工学とは何か 甲斐 章人

4 1 1993／7 ポジショニング戦略と生産システム 国狭 武己

4 1 1993／7 P 情報と有用と誤用：P 情報と S 情報活用の意志決定に果たす役割 齋藤 実男

4 1 1993／7 ソフト組織の思考とモデル 文 言

4 2 1993／10 国際経営と共生理論（1）：共生概念深耕のための基礎的考察 井沢 良智

4 2 1993／10 Foreign Direct Investment in Vietnam: Problems and Prospects 伊藤 重行，Dao Le Minh

4 2 1993／10 Philosophy of Management in the Automotive Industry Contrast Between Japan and
United States Timothy Dean Keeley
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4 2 1993／10 会計責任説と伝統的利益概念：井尻学説の検討 上野 清貴

4 2 1993／10 「経営戦略と地域経済」序説 浦野 平三

4 3 1994／1 購買力維持と実質利益概念：スウィーニー学説の検討 上野 清貴

4 3 1994／1 1980年代のイギリス MBO ブームにおける金融機関の行動 浦野 倫平

4 3 1994／1 Local Procurement of Japanese Manufacturers in the U.S.A. 国狭 武己

4 4 1994／3 経営者支配と「家の論理」 池内 秀己

4 4 1994／3 Views on Asia-Pacific Order: Lessons from Japan 伊藤 重行

4 4 1994／3 企業家精神の回復に向けて：イギリスの MBO，日本の BUNSHA システムの理念・
手法をめぐって 浦野 倫平

4 4 1994／3 「国際グリーン・マーケティング都市による生命系の蚕食と復活」（1） 齋藤 實男

5 1 1994／5 プロ野球と「家の論理」（1） 池内 秀己

5 1 1994／5 The Current and Future Economic Perspective of Japan 井沢 良智

5 1 1994／5 通商国家日本の座標とリベラル・デモクラシー（1） 内山 隆

5 1 1994／5 多品種少量生産の諸方式について 甲斐 章人

5 1 1994／5 在外日系メーカーの生産経営について：某在米タイヤメーカーの事例を中心として 国狭 武己

5 1 1994／5 ストック不況に対する資産・金融論的処方 宮坂 恒治

5 2 1994／8 プロ野球と「家の論理」（2） 池内 秀己

5 2 1994／8 ON THE JAPAN-U.S. TRADE ”FALSE” ISSUES 伊藤 重行

5 2 1994／8 通商国家日本の座標とリベラル・デモクラシー（2） 内山 隆

5 2 1994／8 マーケティング・マネージメントのための分析法（訳） 樺山 忠雄

5 2 1994／8 CIM 化のための資材・購買管理の革新について（上） 国狭 武己

B** 1994／10 会計学と倫理学 伊崎 義憲

B 1994／10 試論－ロシア極東部の経済発展とビジネス支援の可能性：特に国際経営と経営資源の
観点から 井沢 良智

B 1994／10 二つの現代資本主義モデルと幾つかの経営文化に関する一考察 内山 隆

B 1994／10 現代の生産管理技法の特徴について 甲斐 章人

B 1994／10 エキスパート・システムの会計分野での適用に関する研究：与信判断における適用に
ついて

金川 一夫，羽藤 憲一，
菅 錦吾

B 1994／10 マーケティング問題への同時方程式解法の適用（1） 樺山 忠雄

B 1994／10 生産システムと資材購買管理の密接な関連性について 国狭 武己

B 1994／10 トヨタと日産の収益性：有価証券報告書の分析 昆 誠一

B 1994／10 国際グリーン・マーケティング・パラダイム 齋藤 實男

B 1994／10 韓国における人事制度の新動向（1）：個別企業の事例を中心として 佐護 譽，安 煕卓

B 1994／10 情報としての価格と広告費用の役割 高尾 健朗

B 1994／10 人的資産の構築への試論 宮坂 恒治

B 1994／10 情報の認識及び知識による影響 文 言

B 1994／10 組織の情報行動 山川 典弘

B 1994／10 大学院経営学研究科開設記念号発刊に寄せて 山崎 良也

B 1994／10 EIS（エグゼクティブ情報システム）の概念について 渡部 榮

5 3．4 1995／3 通商国家日本の座標とリベラル・デモクラシー（3） 内山 隆

5 3．4 1995／3 経理学校における予算管理教育と受講者の期待：予算セミナーでのアンケート調査を
もとに

金川 一夫， 羽藤 憲，
弘津 真澄

5 3．4 1995／3 CIM 化のための資材・購買管理の革新について（下） 国狭 武己

5 3．4 1995／3 韓国における人事制度の新動向（2）：個別企業の事例を中心として 佐護 譽，安 煕卓

5 3．4 1995／3 「価格破壊」のデフレ効果とマネーストックのアンバランス化 宮坂 恒治

6 1 1995／7 日本的経営の諸相 池内 秀己

6 1 1995／7 言語ゲームとしての税務会計 伊崎 義憲

6 1 1995／7 P. T. Fizroy：マーケティングマネージメントのための分析法（訳）（3） 樺山 忠雄

6 1 1995／7 生産戦略と工程設計 国狭 武己

6 1 1995／7 韓国における人事制度の新動向（3）：個別企業の事例を中心として 佐護 譽，安 煕卓
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6 1 1995／7 情報管理の概念について 渡部 榮

6 2 1995／10 日本的経営の功罪 池内 秀己

6 2 1995／10 転機の日本企業と国際技術戦略 井沢 良智

6 2 1995／10 生産企業における小集団活動の展開 甲斐 章人

6 2 1995／10 日記式簡易帳簿を利用したコンピュータ会計システムについての研究 金川 一夫，濱沖 典之

6 2 1995／10 租税負担と租税構造の適正化 呂 寅洙，昆 誠一

6 2 1995／10 韓国における賃金制度の新動向：年俸制の事例を中心として 佐護 譽，安 煕卓

6 3．4 1996／3 これからの生産管理とトヨタ生産方式について 国狭 武己

6 3．4 1996／3 会計情報システムの効果的な構築について 羽藤 憲一，金川 一夫，
弘津 真澄

6 3．4 1996／3 リーガー私経済学の方法（1） 佐護 譽

6 3．4 1996／3 統計教育情報化の試み 山川 典宏

6 3．4 1996／3 情報の経済学について 渡部 榮

7 1 1996／7 カナダ発アントルプルナーシップのある開花例を追って：Ｈ社経営陣の国際新聞事業
展開までの軌跡 内山 隆

7 1 1996／7 経営戦略と経営財務 浦野 平三

7 1 1996／7 パソコンによる複式簿記システム設計に関する研究 金川 一夫

7 1 1996／7 返還前夜の香港の経済・物流概況：香港・中国（華南）間の生産者物流を中心として 国狭 武己

7 1 1996／7 リーガー私経済学の方法（2） 佐護 譽

7 1 1996／7 マルチメディア社会論（序章） 渡部 榮

7 2 1996／9 CONDUCTING SPACE BUSINESS WITH JAPAN: JAPANESE MANAGEMENT
TECHNIQUES 伊藤 重行

7 2 1996／9 今日の総合商社の経営循環を巡っての一考察：「住友商事巨額損失事件」が考えさせ
るもの 内山 隆

7 2 1996／9 パソコン複式簿記システム利用に関する例証 金川 一夫

7 2 1996／9 生産管理のグローバル化について：在米日系企業（製造業）の事例を中心として 国狭 武己

7 2 1996／9 リーガー私経済学の方法（3） 佐護 譽

7 2 1996／9 マルチメディア社会論（第二章）：資料編その1 渡部 榮

7 3 1996／12 One Moment Business And One Year Business In The Asia-Pacific Region 伊藤 重行

7 3 1996／12 大型国際ジョイント・ヴェンチャーの形成と成功の条件：豪州サヴェジ・リヴァー鉄
鉱山のライフスパンを顧みつつ 内山 隆

7 3 1996／12 財務データベースにおけるデータの比較可能性に関する研究：COMPUSTAT II 資金
計算書項目に限定して 金川 一夫

7 3 1996／12 産業遺産データベース形成の地域的課題：九州・福岡の場合 木元 富夫

7 4 1997／3 日本企業のグローバル化とアジア地域主義 井沢 良智

7 4 1997／3 システムの存在論 伊藤 重行

7 4 1997／3 国際的財務データベースに関する研究：Moody’s International Company Data につい
て 金川 一夫

7 4 1997／3 マーケティング・マネージメントのための分析法（訳）P. T. Fizroy 樺山 忠雄

7 4 1997／3 環境問題と生産企業について 国狭 武己

8 1 1997／8 現代ビジネス・リーダー考序説：グローバル化時代の経営者に必要な視点を考える 内山 隆

8 1 1997／8 管理的所有論としての意思決定論的内部昇進型経営者支配論の検討：「所有－自己組
織－管理」構造論の導出にむけて（1） 片岡 進

8 1 1997／8 わが国の税務会計制度における会計システムと制度上の諸問題 濱沖 典之，金川 一夫

8 1 1997／8 シンガポールの経営風土と日系企業 木元 富夫

8 1 1997／8 Ferrara の間接費観 吉田 康久

8 2 1997／12 持続的発展のための日本企業の対アジア戦略 井沢 良智

8 2 1997／12 アセアン自由貿易域：ベトナムの展望と挑戦 レ・ミン ダオ，伊藤重行

8 2 1997／12 現代社会とビジネス忠誠心（上） 内山 隆

8 2 1997／12 管理的所有論としての意思決定論的内部昇進型経営者支配論の検討：「所有－自己組
織－管理」構造論の導出にむけて（2） 片岡 進
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8 2 1997／12 九州産業大学会計教育システム「財務分析ツール NDj」を利用した財務分析教育 金川 一夫，磯俣 芳

8 2 1997／12 組織文化の形成と変化のメカニズム 文 言

8 2 1997／12 アイドルキャパシティーコストの意義論争：損益測定への関わりの検討 吉田 康久

C*** 1998／3 日本の国営企業的公共事業の政治学：非国際経営システム 伊藤 重行

C 1998／3 現代社会とビジネス忠誠心（下） 内山 隆

C 1998／3 日本における MBO 導入の必要性：経済活性化のために 浦野 倫平

C 1998／3 企業目的に関する一考察 浦野 平三

C 1998／3 管理的所有論としての意思決定論的内部昇進型経営者支配論の検討：「所有ー自己組
織ー管理」構造論の導出にむけて（3） 片岡 進

C 1998／3 財務データを用いた企業合併分析に関する研究：十條製紙と山陽国策パルプの合併に
ついて 金川 一夫

C 1998／3 ＜研究ノート＞環境問題と生産管理について 国狭 武己

C 1998／3 「結合資本」ということ：「出来上がった株式会社」について 後藤 泰二

C 1998／3 ＜研究ノート＞韓国における雇用管理の現状と特質 佐護 譽，安 煕卓

C 1998／3 Insights into the Role of HCN Managers in Japanese Subsidiaries in Southeast Asia
and Australia Timothy Dean Keeley

C 1998／3 多国籍企業の競争優位性と人的資源管理研究の課題 土井 一生

C 1998／3 ＜研究ノート＞教育システムの実験的研究 山川 典宏

C 1998／3 製造間接費差異分析の体系について：その分析法を中心として 吉田 康久

C 1998／3 ＜大学院経営学研究科博士後期課程増設記念講演＞韓国大企業の成長戦略：過去と未
来 李 允鎬

C 1998／3 ＜資料＞九州地域における地域情報化の現状と将来展望：主として九州地域の自治体
を中心に 渡部 榮

9 1 1998／8 ＜研究ノート＞F.W.テーラーの世界とわれわれの新時代：“The One Best Way”を読
んで考えること 内山 隆

9 1 1998／8 ＜翻訳＞マーケティング・マネージメントのための分析法（訳）（4） 樺山 忠雄

9 1 1998／8 アジアにおける技術移転の歴史的課題：開発と発展 木元 富夫

9 1 1998／8 ＜書評＞杉野博貴著『自己資本構造論』 後藤 泰二

9 1 1998／8 韓国における教育訓練管理の歴史と現状（1） 佐護 譽，安 煕卓

9 1 1998／8 操業度選択による損益測定への影響 吉田 康久

9 2 1998／12 日本の鉄鋼会社の給与構造（1） 江口 傳

9 2 1998／12 ＜翻訳＞マーケティング・マネージメントのための分析法（訳）（5） 樺山 忠雄

9 2 1998／12 相互会社の株式会社化：新保険業法にみる相互主義の変質 後藤 泰二，小西 廣滿

9 2 1998／12 韓国における教育訓練管理の歴史と現状（2） 佐護 譽，安 煕卓

9 2 1998／12 エントロピー法則の限界：複雑系からの考察 文 言

9 2 1998／12 Relevance Lost の検討 吉田 康久

9 3．4 1999／3 ＜研究ノート＞アジア経済危機の実態と現地の対応：日系企業の対応策とアジア・ビ
ジネスの展望 井沢 良智

9 3．4 1999／3 ＜研究ノート＞デジタル経済の出現と新しいビジネス・グラウンド：Diane Coyle 著
“The Weightless World ”を中心に 内山 隆

9 3．4 1999／3 ＜翻訳＞マーケティング・マネージメントのための分析法（訳）（6） 樺山 忠雄

9 3．4 1999／3 ＜研究ノート＞「住民の環境問題に関する意識調査」結果に関する分析・考察とそれ
に基づく企業に対する課題の模索 国狭 武己

9 3．4 1999／3 韓国企業の経営革新戦略 高 時天，佐護 譽

9 3．4 1999／3 中国国有企業の問題点とその改革について 文 言

9 3．4 1999／3 ＜研究ノート＞McNair のアイドル・キャパシティーの類型について 吉田 康久

10 1 1999／8 イギリスにおけるベンチャー・ビジネス：MBO/MBI 戦略を中心として 浦野 倫平

10 1 1999／8 ＜翻訳＞戦略的マーケティング諸問題（1）（訳） 樺山 忠雄

10 1 1999／8 ＜書評＞土居康男著『米国インダストリアル・マーケティング・チャネル』マニュファ
クチャラーズ・レップとディストリビューターを中心として 小林 袈裟治

10 1 1999／8 韓国における福利厚生制度の歴史と現状 佐護 譽，安 煕卓
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10 1 1999／8 ＜資料＞九州地域における地域情報化の現状と将来展望（その二）：主として九州地
域の自治体を中心に 渡部 榮

10 2 1999／10 ＜翻訳＞戦略的マーケティング諸問題（2）（訳） 樺山 忠雄（訳）

10 2 1999／10 石炭産業の歴史的景観：志免廃鉱（福岡県）の産業考古学的考察 木元 富夫

10 2 1999／10 ＜研究ノート＞MS-Excel の回帰分析ツールについて 孫 宏傑

10 2 1999／10 The Causes of the Asian Economic Crisis and Coverage in the American Media Timothy Dean Keeley

10 2 1999／10 リーダーシップ概念の再構築 文 言

10 2 1999／10 経営における情報化についての一考察 鷲頭 正憲

10 3 2000／2 アジア成長をめぐるアジア型モデルとアメリカ型の葛藤（上）：韓国を主に日本を従
の視座からの比較検証 井沢 良智，金 中培

10 3 2000／2 ＜研究ノート＞グローバリゼーション，変革および競争のルール（ジョージ・ソロス，
ピーター・Ｆ・ドラッカーおよび永谷敬三の近著を読んで） 内山 隆

10 3 2000／2 日本の鉄鋼会社の給与構造（2） 江口 傳

10 3 2000／2 日本におけるバブル経済崩壊以降の雇用調整と雇用対策 佐護 譽

10 3 2000／2 経営における情報システムの位置づけに関する一考察 鷲頭 正憲

10 4 2000／3 アジア成長をめぐるアジア型モデルとアメリカ型の葛藤（中）：韓国を主に日本を従
の視座からの比較検証 井沢 良智，金 中培

10 4 2000／3 詩学としての人形愛：E.T.A ホフマンの『砂男』 尾張 充典

10 4 2000／3 ＜研究ノート＞環境問題と農業について：世界の人口増加に対応した日本の農業を中
心として 国狭 武己

10 4 2000／3 キャッシュフロー経営の2面性と日本企業への移転可能性 昆 誠一

10 4 2000／3 ＜研究ノート＞近代的業績管理会計モデル構築のための予備的考察 昆 誠一

10 4 2000／3 Aspects of Traditional Japanese Organizational Behavior in Relation to Difficulties in
Integrating Host Country National Managers in Japanese Foreign Subsidiaries Timothy Dean Keeley

11 1 2000／8 ベトナム：デモクラシーの形成途上国 伊藤 重行

11 1 2000／8 ＜資料＞上場廃止会社沿革データベース（1） 大矢知 浩司

11 1 2000／8 日本資本主義市場経済と会計 吉田 寛

11 1 2000／8 ソフトウェア会計の制度化に関して 吉田 康久

11 2 2000／11 管理論・組織論における合理性と随伴的結果 池内 秀己

11 2 2000／11 ＜資料＞上場廃止会社沿革データベース（2） 大矢知 浩司

11 2 2000／11 ＜研究ノート＞財務データを用いた企業合併分析に関する研究：王子製紙と神崎製紙
の合併について 金川 一夫

11 2 2000／11 経営における意思決定に関する一考察：情報システムからのアプローチ 鷲頭 正憲

11 2 2000／11 ＜資料＞情報通信時代の日韓協力について 渡部 榮

11 3 2001／1 ＜研究ノート＞日本の NPO と税制 伊藤 重行

11 3 2001／1 ＜書評＞21世紀のアジアと総合商社（レビュー・エッセイ） 内山 隆

11 3 2001／1 ＜資料＞上場廃止会社沿革データベース（3） 大矢知 浩司

11 3 2001／1 ＜研究ノート＞財務データを用いた企業合併分析に関する研究：本州製紙と福岡製紙
の合併について 金川 一夫

11 3 2001／1 資源消費のコスト認識において：ABC の理念を所与として 吉田 康久

11 4 2001／3 ＜研究ノート＞改革後ロシアのビジネス・スクール（経営大学院）（1）：ビジネス教
育テキストの日本編草稿（案）から 井沢 良智

11 4 2001／3 ＜資料＞上場廃止会社沿革データベース（4） 大矢知 浩司

11 4 2001／3 ＜研究ノート＞企業合併における会計処理に関する研究：平成9年商法改正による変
更を中心にして 金川 一夫

11 4 2001／3 韓国ベンチャー企業の経営実態と戦略課題 高 時天

11 4 2001／3 ＜研究ノート＞中国におけるインターネットの現状と課題 文 言

11 4 2001／3 原価管理の導入において 吉田 康久

11 4 2001／3 ＜資料＞今日の IT（情報技術）革命と韓日協力 渡部 榮

12 1 2001／9 わが人生の折々の海と水辺の情景 内山 隆

12 1 2001／9 イギリス M&A 戦略の現状 浦野 倫平
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12 1 2001／9 ＜資料＞上場廃止会社沿革データベース（5） 大矢知 浩司

12 1 2001／3 ＜資料＞会社合併の時系列調査：調査対象期間：1976年から2000年まで 金川 一夫

12 1 2001／3 価値創造経営はアメリカになにをもたらしたか：すさまじいダウンサイジングからの
教訓 昆 誠一

12 1 2001／3 公正価値会計の底流 吉田 寛

12 2 2001／12 日本的所有構造は崩壊するか？：非金融産業会社上位200社・1996年度調査 三戸浩，池内秀己，
渡辺英二

12 2 2001／12 ＜資料＞上場廃止会社沿革データベース（6） 大矢知 浩司

12 2 2001／12 ＜資料＞財務データを用いた企業合併分析に関する研究：1980年から1982年まで 金川 一夫

12 2 2001／12 中国企業情報化の現状と問題 文 言

12 2 2001／12 ＜研究ノート＞医療法人の概要 吉田 康久

12 2 2001／12 ＜資料＞「IT（情報技術）革命時代に飛翔する企業の要件」 渡部 榮

12 3 2002／2 資料 IT（情報技術）革命の実像と虚像 渡部 榮

12 3 2002／2 資料 上場廃止会社沿革データベース（7） 大矢知 浩司

12 3 2002／2 治療標準と看護標準の設定に向けて 吉田 康久

12 3 2002／2 情報システムのライフサイクルに関する一考察－－ウォータフォール型とスパイラル
型 鷲頭 正憲

12 3 2002／2 文学と肉－－フランツ・カフカ『ある戦いの記述』試論 尾張 充典

12 4 2002／3 インターネットにおける情報の信頼性 福田 馨

12 4 2002／3 改革後ロシアのビジネス・スクール（経営大学院）（2）ビジネス教育テキストの日
本編草稿から 井沢 良智

12 4 2002／3 資料 IT（情報技術）革命の実像と虚像（2） 渡部 榮

12 4 2002／3 資料 上場廃止会社沿革データベース（8） 大矢知 浩司

12 4 2002／3 津屋崎塩田（福岡県）の盛衰と現状－－塩業の変遷と産業遺産 砂場 一明，木元 富夫

13 1 2002／9 AHP を用いた北海道財政政策分析 川畑博子，川畑公久，
原田幸士

13 1 2002／9 イギリス MBO 戦略に見る資金調達事例をめぐって 浦野 倫平

13 1 2002／9 回想の経営史国際会議 小林 袈裟治

13 1 2002／9 韓国企業における年俸制の実態と特徴 安 煕卓

13 1 2002／9 私の研究回顧録 浦野 平三

13 1 2002／9 資料 上場廃止会社沿革データベース（9） 大矢知 浩司

13 1 2002／9 資料 地域情報化と電子自治体の推進について 渡部 榮

13 1 2002／9 抄論・グローバル化と大競争時代の企業対応－－国際標準，技術，人材，雇用，空洞
化をめぐって 井沢 良智

13 2 2002／11 三層完全型ファジィ AHP プログラムの開発と市場調査への応用 川畑 博子

13 2 2002／11 資料 上場廃止会社沿革データベース（10） 大矢知 浩司

13 2 2002／11 資料 地域情報化と電子自治体の推進について（2） 渡部 榮

13 2 2002／11 職能資格制度・職能給の変容 佐護 譽

13 2 2002／11 評 井上善海著『ベンチャー企業の成長と戦略』－－理論化と実証分析の緻密・周到
な作業に寄せて 井沢 良智

13 3 2003／2 ABM アプローチにおける活動原価標準管理 吉田 康久

13 3 2003／2 リーダーシップ論の一考察 浦野 倫平

13 3 2003／2 経営文化に関する日韓両国の比較研究－－日本編 日本的経営文化・理念の本質とそ
の転換について 渡部 榮

13 3 2003／2 上場会社の展開－－沿革データベース（1） 大矢知 浩司

13 4 2003／3 韓国財閥の資源展開と多角化戦略 高 時天

13 4 2003／3 資料 グローバル時代における企業の国際競争力の推進－－韓国企業と日本企業の国
際競争力の比較研究 黄 明水，渡部 榮

13 4 2003／3 上場会社の展開－－沿革データベース（2） 大矢知 浩司

13 4 2003／3 日本における福利厚生の変容 佐護 譽

13 4 2003／3 米国における株主価値経営の失敗－－過度な自己統治と情報の非対称性の意図的拡大 昆 誠一
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14 1 2003／7 会社法の変遷と現状 坂井 隆一

14 1 2003／7 韓国における採用慣行の変化 安 煕卓

14 1 2003／7 資料 京都ベンチャー企業の生成と発展－－ノーベル賞受賞の研究者を育んだ土壌 渡部 榮

14 1 2003／7 資料 上場会社の展開－－沿革データベース（3） 大矢知 浩司

14 1 2003／7 小売業における IT 技術と人的資源の役割：ウォルマートとＫマートの事例研究 金崎 賢希

14 2 2003／10 韓国企業における「職級制度」の展開 安 熙卓

14 2 2003／10 小売業の国際化：OLI パラダイムによる説明 金崎 賢希

14 2 2003／10 ユビキタス・コンピュータ社会の概念－－知的・文化的・情報的な社会生活を目指す 渡部 榮

14 2 2003／10 資料 上場会社の展開－－沿革データベース（4） 大矢知 浩司

14 3 2004／2 日本企業グローバル化論：変えるか，不変の堅持か，日本型システム 井沢 良智

14 3 2004／2 原野の俳人・長谷川光二－牧場経営と俳句人生と 伊藤 重行

14 3 2004／2 財務データを用いた企業合併分析に関する研究：住友金属工業と日本ステンレスの合
併について 金川 一夫

14 4 2004／3 日本における非正規労働者の現状と諸問題 安 熙卓

14 4 2004／3 産業空洞化抄論：空洞化発生の要因と対応策を中心に 井沢 良智

14 4 2004／3 上場会社の展開－－沿革データベース（6） 大矢知 浩司

14 4 2004／3 PD 協力問題におけるヒューリスティックス仮説の問題点 高尾 健朗

14 4 2004／3 ABM・ABC における管理目的観 吉田 康久

14 4 2004／3 韓国のハイテク企業の生成と発展 渡部榮，黄明水，李鐘哲

15 1 2004／7 ホーソン実験とレスリスバーガーの欲求階層説の展開（1） 江口 傳

15 1 2004／7 知識社会に向けて 山川 典宏

15 1 2004／7 上場会社の展開－－沿革データベース（7） 大矢知 浩司

15 1 2004／7 簿記授業アンケートの集計－－2003年度履修生を対象にして 金川 一夫

15 2 2004／11 韓国における IMF 事態以降の賃金制度改革 安 煕卓

15 2 2004／11 上場会社の展開－－沿革データベース（8） 大矢知 浩司

15 2 2004／11 グローバル・リテーラーの中国進出：急速な事業展開を可能にした管理方法上の工夫 金崎 賢希

15 2 2004／11 異文化交渉に関する枠組み Timothy D. Keeley

15 2 2004／11 活動原価会計の生成と展開 吉田 康久

15 3 2005／1 生産拠点の立地と対外戦略：海外シフトと国内回帰現象の狭間で・対中戦略を中心に 井沢 良智

15 3 2005／1 コミュニケーション・レベルの混乱 聞間 理

15 3 2005／1 活動原価会計の管理システム化に向けた考察 吉田 康久

15 3 2005／1 上場会社の展開－－沿革データベース（9） 大矢知 浩司

15 3 2005／1 公益法人における活動報告書の事例 梅津 亮子

15 4 2005／3 上場会社の展開－－沿革データベース（10） 大矢知 浩司

15 4 2005／3 模倣的「記号－芸術」の越境：E.T.A.ホフマンの『Ｇ町のイェズイット教会』につい
て 尾張 充典

15 4 2005／3 Usage of Knowledge Received from the Japanese Headquarters: An Investigation
Among Japanese Overseas Subsidiaries

Haghirian Parissa，
聞間 理

15 4 2005／3 中国におけるインターネットの普及と地域間格差 文 言

16 1 2005／9 上場会社の展開－－沿革データベース（11） 大矢知 浩司

16 1 2005／9
Values, Assumptions, Beliefs, Expectations and Behavior at Japanese and American
Firms in Thailand Part One: Positive Work-Related Habits, Attitudes and Behavior
Scale

Timothy Dean Keeley

16 1 2005／9 ナッシュ均衡集合の基本構造とナッシュ写像の性質 高尾 健朗

16 1 2005／9 利得関数空間からナッシュ均衡対応のグラフへの同相写像の構成 高尾 健朗

16 2 2005／11 大競争下の日本企業のグローバル化ロシアにとっての戦略的意義 井沢 良智

16 2 2005／11 The Globalization of Japanese Firms in the Midst of Mega-Competition--Implications
for the Business Strategies in the Far Eastern Region 井沢 良智

16 2 2005／11 上場会社の展開－－沿革データベース（12） 大矢知 浩司

16 2 2005／11 授業評価アンケートデータから見えてくるもの：講義科目に焦点をあてた分析 聞間 理，菅野 禎盛
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16 2 2005／11 利得関数空間とナッシュ均衡対応のグラフのホモトピー同値性について 高尾 健朗

16 3 2006／1 「知識人材」の実態－－韓国企業と在韓日系企業のアンケート調査 安 煕卓

16 3 2006／1 日本の鉄鋼会社の給与構造（3）：労研方式（本林方式）の職務評価と製鐵会社の職
務評価 江口 傳

16 3 2006／1 利得関数空間とナッシュ均衡対応のグラフのホモトピー同値性について 高尾 健朗

16 4 2006／3 在韓日系企業における知識人材の実態 安 煕卓

16 4 2006／3 会計情報システムの導入教育に関する研究－－Web 配布教材の内容とアンケート分
析について 金川 一夫

16 4 2006／3 Values, Assumptions, Beliefs, Expectations and Behavior at Japanese and American
Firms in Thailand Part Two: Task-Related Performance Scale Timothy Dean Keeley

16 4 2006／3 IT 革命とサービス企業のグローバル化 金崎 賢希

17 1 2006／7 マーケティング戦略における顧客満足活動の実践 刀根 武晴

17 1 2006／7 Perception of Managerial Ability across Cultures Japanese and American Managers’
Comparative View of Thai Managers Timothy Dean Keeley

17 1 2006／7 経営者の企業支配と統治の正当性：ステイクホルダーの利害調整の観点から 鈴木 辰治

17 2 2006／11 Cultural and Structural Impediments Affecting Localization of Management in
Japanese Overseas Subsidiaries Timothy Dean Keeley

17 2 2006／11 グローバル化と日本企業のダイナミズム抄論：「失われた10年」の突破と革新経営の
条件 井沢 良智

17 2 2006／11 Citizen Participation and Education About Democracy in Fukuoka Prefecture 伊藤 重行

17 2 2006／11 ベンチャー企業の創発的な製品開発：フローゾン開発の事例をもとに 小野瀬 拡

17 2 2006／11 Impacts of R&E Activities on the Production Structure of the Japanese Rice Sector,
1956-92 黒田 誼

17 3．4 2007／3 日本型賃金をいかに把握すべきか－－年功賃金・所属型賃金・企業規模別賃金 池内 秀己

17 3．4 2007／3 ウェーバー理論と随伴的結果 池内 秀己

17 3．4 2007／3 ベンチャーブームに関する史的考察 小野瀬 拡

17 3．4 2007／3 企業合併データベースの構築と有用性の検証：ER アプローチによるモデリング 金川 一夫

18 1 2007／7 アメリカにおけるコーポレート・ガバナンスの歴史的変遷：外部監視を中心として 浦野 倫平

18 1 2007／7 タイ自動車産業の発展および現状と課題について 国狭 武己

18 1 2007／7 Impacts of Public R&D and Extension Activities on Productivity in the Postwar
Japanese Agriculture, 1965-97 黒田 誼

18 1 2007／7 Model Fitting for the Crossmodal Attraction in Sensorimotor Synchronization 菅野 禎盛

18 1 2007／7 グローバル生産ネットワークへの統合による途上国企業の成長：台湾パソコン産業を
事例に 中原 裕美子

18 2 2007／11 アジア・太平洋時代到来期における福田外交の再検証 伊藤 重行

18 2 2007／11 FX 通貨ペアのクラスタリングとトレーディング 川畑 公久

18 2 2007／11 有声音の調波構造を利用した雑音に頑健な音声区間検出手法 菅野 禎盛

18 2 2007／11 When the interests of the overseas subsidiary and the parent company are in conflict:
the effect on evaluating the performance of overseas managers Timothy Dean Keeley

18 2 2007／11 中国自動車産業の発展について 国狭 武己

18 3 2008／1 企業観と企業変容 池内 秀己

18 3 2008／1 近年における日本のコーポレート・ガバナンスの動向：外部監視と内部統制の視点か
ら 浦野 倫平

18 3 2008／1 組織間関係論にもとづいた企業統合に関する研究：キヤノンアプテックスとコピアの
事例 金川 一夫

18 3 2008／1 中国国有企業改革について－－現段階の状況と問題点 文 言

18 4 2008／3 英国企業におけるホワイトカラーの賃金制度 安 煕卓

18 4 2008／3 A Strategic Redesign of Japanese Firms in the Era of Globalization 井沢 良智

18 4 2008／3 ジョン・万次郎と外交官としての歴史的役割：日米関係の最初の枢軸 伊藤 重行

18 4 2008／3 存立の観点からみた中小企業・ベンチャー企業の事業承継 小野瀬 拡

18 4 2008／3 Effects of R&E Activities on Rice Production in Taiwan, 1976-93: Revised 黒田 誼

18 4 2008／3 Excel のチャートオプション“近似曲線の追加”機能の評価 孫 宏傑
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19 1 2008／7 現代若者論のためのメモ書き：次代を引き継ぐ主役たちなればこそ 井沢 良智

19 1 2008／7 日本の代表的グローバリスト・大来佐武郎：日本の国家経営という意識 伊藤 重行

19 1 2008／7 中小企業の事業承継における価値観の役割：まるは油脂化学のケーススタディ 小野瀬 拡

19 1 2008／7
An Empirical Investigation of the Production Structure of Japanese Agriculture
during the Latter Half of the 20th Century: A Single-or Multiple-Product Cost
Function Approach?

黒田 誼

19 1 2008／7 Technological Change Biases Both in Outputs and in Inputs Caused by Public
Agricultural Research and Extension Activities in Japan, 1957-1997 黒田 誼

19 2 2008／10 日本の経営システムとコーポレート・ガバナンス 池内 秀己

19 2 2008／10 Ａ・Ｎ・ホワイトヘッドと持続性（Sustainability）の問題 伊藤 重行

19 2 2008／10 マージェント・オンラインを利用した米国企業の情報検索－－Basic Search と連結貸
借対照表 金川 一夫

19 2 2008／10 An econometric analysis of the production structure of regional agriculture in Japan
during the latter half of the 20th century: Tohoku and Kinki 黒田 誼

19 2 2008／10 Convergence analysis of productivity in Philippine agriculture Romeo G Teruel，黒田誼

19 2 2008／10 コストセンターの識別観－－無機的識別と有機的識別 吉田 康久

19 3 2009／1 成果主義賃金の導入と問題点 安 煕卓

19 3 2009／1 Development of simple computational procedure on analytical periods in the FX
market 川畑 公久

19 3 2009／1 The output bias of technological change in postwar Japanese agriculture, 1957-97 黒田 誼

19 3 2009／1 Estimating the Allen, Morishima, and McFadden (Shadow) elasticities of substitution
for postwar Japanese agriculture 黒田 誼，草苅 仁

19 3 2009／1 日本からのオフショア開発受託企業－－ベトナム・Vinicorp 社 中原 裕美子

19 4 2009／3 自然言語と科学言語における「情報」概念の検討－－L．ブリルアンの情報論 池内 秀己

19 4 2009／3 国際経営論を講じて－－創成から現在まで，29年の軌跡をたどって 井沢 良智

19 4 2009／3 活動原価会計への接近 吉田 康久

19 4 2009／3 書評 国家のガバナンスと企業のガバナンス－－浦野倫平論文を中心に 伊藤 重行

19 4 2009／3 継続的挑戦 樺山 忠雄

19 4 2009／3 福岡県の上場企業を対象にした財務分析に関する研究－－西日本鉄道の事例 金川 一夫

19 4 2009／3 Measurement of the power of market on USD/JPY in FX market 川畑 公久

19 4 2009／3 台湾における不熟練外国人労働者の現状と問題－－ケアワーカーおよびベトナム人労
働者を中心に 中原 裕美子

19 4 2009／3 MBO 概念の再考－－定義としての「経営陣による株主の交代」の妥当性について 浦野 倫平

19 4 2009／3 情報の意味－－発信者，受信者および情報活用者の視点から 文 言

19 4 2009／3 ISO の概況とその系譜について 国狭 武

19 4 2009／3 活動原価会計への接近 吉田 康久

20 1 2009／7 韓国企業ホワイトカラーの昇進管理 安 煕卓

20 1 2009／7 吉田民人情報論研究序説 池内 秀己

20 1 2009／7 The possible future of Asia-Pacific order: a systems perspective 伊藤 重行

20 1 2009／7 会計情報システムに関する研究－－システム開発のための UML の利用について 金川 一夫

20 1 2009／7 A comparison of organizational culture adaptation in Japanese and American
subsidiaries in Thailand Timothy Dean Keeley

20 1 2009／7 A new growth accounting analysis of labor productivity in postwar Japanese
agriculture: 1957-97 黒田 誼

20 2 2009／10 A comparison of total and variable cost function approaches to investigating the
production structure of postwar Japanese agriculture: 1957-97 黒田 誼

20 2 2009／10 ベンチャー企業の本業を通じた CSR－－福岡のベンチャー企業の社会貢献活動を中
心に 小野瀬 拡

20 2 2009／10 中国における会計制度改革に関する一考察－－会計基準のコンバージェンスをめぐっ
て 魏 巍

20 2 2009／10 Estimating the shadow value of land and possibilities of land transfers in Japanese
agriculture: 1957-97 黒田 誼

20 3 2009／12 韓国における人事考課制度の改革 安 煕卓
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20 3 2009／12 Estimation of non-measurable state variable in FX market 川畑 公久

20 3 2009／12 Economies of scale and the structural change in postwar Japanese agriculture: 1957-97 黒田 誼

20 3 2009／12 Impacts of set-asides and technological innovations on scale economies and
productivity in postwar Japanese agriculture: 1957-97 黒田 誼

20 4 2010／3 Impacts of public R&D and extension programs on the productivity and scale
economies in postwar Japanese agriculture: 1965-97 Yoshimi Kuroda

20 4 2010／3 中国における会計制度改革に関する史的考察－－会計制度と財務制度の相互関連性を
めぐって 魏 巍

20 4 2010／3 メーカーにおける資材購買と関連法律との関係に関する考察 国狭 武己

20 4 2010／3 The effects of foreign laborers on employment, industrial structure, and production in
Taiwan around the year 2000 Yumiko Nakahara

20 4 2010／3 異種感覚モダリティ間の時間的再調整－－先行研究の概観と今後の展望 菅野 禎盛

20 4 2010／3 Excel2003の回帰分析関数 LINEST の“0”エラーについての解析報告 孫 宏傑

20 4 2010／3 食品スーパーマーケット・チェーンにおける人的資源管理－－「利己的な従業員」の
教育に有効な「共体験」を伴う模倣をめぐって 田中 信裕

21 1 2010／7 韓国の定年制と高齢者の雇用延長 安 煕卓

21 1 2010／7 サービス品質の評価についての一考察－－SERVQUAL から顧客価値の視点へ 田中 信裕

21 1 2010／7 多店舗経営を対象にした会計情報システムに関する研究－－本支店業績評価システム
の設計 金川 一夫

21 1 2010／7 Verification of periodicity of GBP/JPY in FX market 川畑 公久，高田 等

21 1 2010／7
A variable profit function approach to investigating the impacts of the price-support
and set-aside programs on the structural transformation of rice farming in the Tohoku
District: 1956-97

黒田 誼

21 2 2010／11 事業承継における経営理念の役割－－正晃の事例を中心に 小野瀬 拡

21 2 2010／11 レピュテーション概念の蓋然性 吉田 康久

21 2 2010／11 会計情報システムに関する研究－－財務諸表のための UML の利用について 金川 一夫

21 2 2010／11 日韓海底トンネル構想の経済効果の測定に関する研究 川畑 公久

21 2 2010／11 Price-support programs and land movements in postwar Japanese agriculture: 1965-97 黒田 誼

21 3 2011／2 韓国企業の人的資源管理の発展 安 煕卓

21 3 2011／2 中国の競争優位性と転換 文 言

21 3 2011／2 Designing an accounting information system: for performance evaluation in a multi-
branch supermarket chain 金川 一夫

21 3 2011／2 A decomposition analysis of labor-machinery substitution in postwar Japanese
agriculture 黒田 誼

21 3 2011／2 小売業の立地創造と業態進化における一考察 田中 信裕

21 4 2011／3 教育と研究について－－九州産業大学での半生を振り返って 国狭 武己

21 4 2011／3 医療事故に対する医療機関および患者の対応－－イギリス NHS の苦情申立手続など
の対応策を参考に 岡田 希世子

21 4 2011／3 平助筆復古堂にみられる長寿企業の特徴 小野瀬 拡

21 4 2011／3 百貨店衰退論に対する一考察 田中 信裕

21 4 2011／3 複合機のスキャナー機能とマクロを活用した成績処理の効率化 福永 良浩

21 4 2011／3 The impacts of scale economies and technological change on the growth of total factor
productivity in postwar Japanese agriculture 黒田 誼

21 4 2011／3 The globalization of the product development in the personal computer industry:
formation of the global development network 中原 裕美子

22 1 2011／8 韓国企業の職務重視の人的資源管理 安 煕卓

22 1 2011／8 小売業の業態進化に関する諸理論の研究 田中 信裕

22 1 2011／8 会計情報システムに関する研究－－電子帳簿保存法以降の EDI と AIS の関連につい
て 金川 一夫

22 1 2011／8 Hierarchy versus equality in Thai society, culture and organizational behavior Timothy Dean Keeley

22 1 2011／8 The dual and primal rates of technological progress and the impacts of changes in the
factor prices and output mix on them in postwar Japanese agriculture 黒田 誼

22 2 2011／10 獣医療事故訴訟における現状と課題 岡田 希世子
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22 2 2011／10 平戸蔦屋にみられる長寿企業の特徴 小野瀬 拡

22 2 2011／10 会計情報システムに関する研究：IAS18のもとでの EDI における収益認識について 金川 一夫

22 2 2011／10 Web2．0時代におけるソーシャルメディアマーケティング 田中 信裕

22 2 2011／10 ビジネスモデルの視点からみた TOTO の中国事業：公表資料に基づく予備的な考察 張 又心バーバラ

22 2 2011／10 The Intention of the Activity Cost Accounting Yasuhisa Yoshida

22 3 2012／2 市場・競争の変化と生産システムの新局面：トヨタを事例とした分析 宇山 通

22 3 2012／2 球磨焼酎産業集積の歴史的な展開と地域ブランド確立について 張 又心バーバラ

22 3 2012／2 福岡の企業家活動キャピタル 小野瀬 拡

22 3 2012／2 組織学習の誘導路 聞間 理

22 3 2012／2 The Factor Bias and the Hicks Induced Innovation Hypothesis: A Test for Postwar
Japanese Agriculture Yoshimi Kuroda

22 3 2012／2 StRD ベンチマークテストの線形回帰スイートの改良について 孫 宏傑，杜 江

22 4 2012／3 回想 いまにして複数の外国語を学ぶことができた幸せをおもう 佐護 譽

22 4 2012／3 The Impacts of Public Agricultural Research and Extension Programs on the
structural Transformation: A Profit Function Approach Yoshimi Kuroda

22 4 2012／3 中国における研究開発の現状と問題について 文 言

22 4 2012／3 戦後日本の労働運動と組合分裂 安 熙卓

23 1 2012／7 日本の複数組合・専従者の実態と労使関係 安 熙卓

23 1 2012／7 会計規制に関する一考察：市場メカニズムと政府規制の相互関連性をめぐって 魏 巍

23 1 2012／7 書評 『個人と組織変化：意味充実人の視点から』：寺澤朝子著 聞間 理

23 1 2012／7 包括利益計算書作成のための会計情報システムの設計 金川 一夫

23 1 2012／7 The Output Bias of Technological Change in Postwar Japanese Agriculture: A
Further Result Yoshimi Kuroda

23 1 2012／7 企業家のプッシュ要因：台湾積体電路製造（TSMC）・張忠謀の事例 小野瀬 拡

23 2 2012／12 中小・ベンチャー企業の人材マネジメントの研究動向と課題：日韓比較研究の予備的
考察

安 熙卓，小野瀬 拡，
張 又心バーバラ

23 2 2012／12 Current Status and Government Policies Regarding Science and Engineering Human
Resources in Taiwan Yumiko Nakahara

23 2 2012／12 A Critical Analysis of Cultural Dimensions and Value Orientations in International
Management Timothy Dean Keeley

23 2 2012／12 アメリカビールの誕生と盛衰 木元 富夫

23 2 2012／12 The Set-Aside Programs and Land Movements in Japanese Agriculture: 1965-97 Yoshimi Kuroda

23 3 2013／2 女性後継者への事業承継：強みとしての女性後継者 小野 瀬拡

23 3 2013／2 Investigating the Technology Structure of the Rice Sector of Japanese Agriculture:
Tohoku before THE EARTHQUAKE Yoshimi Kuroda

23 3 2013／2 フランチャイジーの自発性を促進する舞台裏からのネットワーキング 真木 圭亮

23 3 2013／2 Mechanism of the Activity Cost Accounting Yasuhisa Yoshida

23 4 2013／3 A. N. Whitehead and Ervin Laszlo: A New Global Philosophy of Systems Shigeyuki Itow

23 4 2013／3 線形回帰ソフトウェアの機能性をテストする StRD の線形回帰スイートの拡張法 孫 宏傑

23 4 2013／3 ネットスーパーの現状分析とビッグデータの活用 田中 信裕

23 4 2013／3 Uncertain Factors in the Activity Cost Accounting Yasuhisa Yoshida

24 1 2013／7 今，なぜ，日本企業の社会性か：日本的経営は崩壊したか 池内 秀己

24 1 2013／7 会計制度の変遷に関する一考察：移行経済学の視点から 魏 巍

24 1 2013／7 会計情報システムに関する研究：概念枠組のための UML の利用について 金川 一夫

24 1 2013／7 Defining Cultural Adaptation Timothy Dean Keeley

24 2 2013／11 サムスンの人材経営とグローバル人材育成 安 熙卓，張 相秀

24 2 2013／11 自動車企業におけるモジュール化の新展開：新興国市場急拡大とパワートレーン多様
化のインパクト 宇山 通

24 2 2013／11 合成酒産業の戦前史小考 木元 富夫

24 3 2014／2 合理性の根拠としての制度：新制度派組織論の礎となった業績に関する一考察 上西 聡子

24 3 2014／2 財務報告に係る内部統制の評価に関する研究 金川 一夫

金 川 一 夫
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24 3 2014／2 オン・オフライン統合過程とその段階に発生する問題点：紀伊国屋書店と KYOBO
のオン・オフライン統合を事例として 方 慧美

24 4 2014／3 日本企業の純粋持株会社化推進に関する一考察：コーポレート・ガバナンス改革との
関連において 浦野 倫平

24 4 2014／3 財務諸表を用いた業績評価に関する研究：経済的付加価値について 金川 一夫

24 4 2014／3 経営学教育における PBL のジレンマ 真木 圭亮

25 1 2014／7 The Importance of Self-Identity and Ego Permeability in Foreign Culture Adaptation
and Foreign Language Acquisiton Timothy Dean Keeley

25 1 2014／7 The Mythic Functions of ”Efficiency”: A Case Analysis of the Performative Changes in
Transactions Keiretsu UENISHI Satoko

25 1 2014／7 企業家に与える経験の影響：長栄集団・張栄発の事例をもとに 小野瀬 拡

25 1 2014／7 ソーシャルメディアが電子商取引に与える影響 福永 良浩

25 1 2014／7 中小企業のための会計制度に関する研究：中小指針の展開について 金川 一夫

25 2 2014／11 The Self Confidence Dimension in Cultural Adaptation and Foreign Language
Acquisition: A Basis for Success in International Business Timothy Dean Keeley

25 2 2014／11 制度的同型化を通じた戦略的リアクション：携帯電話産業における標準に基づいた異
種混合の競争（1979年－2010年） 上西 聡子

25 2 2014／11 学習環境デザインの当事者研究：諸施策の「部分最適」と「全体最適」に注目して 伊藤 精男

25 2 2014／11 トヨタにおける部品共通化の新展開：海外市場急拡大期に蓄積された問題と設計方法
の転換 宇山 通

25 3 2015／1 韓国労使関係の近年の動向：法制度の変化を中心に 安 熙卓

25 3 2015／1 日本におけるマネジメント・ファッション：クール・コンセプトとウォーム・コンセ
プトの循環パターン 真木 圭亮

25 3 2015／1 中小企業のための会計制度に関する研究：棚卸資産の評価に関する会計基準について 金川 一夫

25 4 2015／3 韓国企業の人材育成の新たな展開 安 熙卓

25 4 2015／3 人材育成研究における「自己エスノグラフィー」の可能性 伊藤 精男

25 4 2015／3 合成酒産業の戦後史小考 木元 富夫

25 4 2015／3 高い時間精度での視聴覚刺激の呈示と反応データの取得のために必要なハードウェア
とソフトウェア 菅野 禎盛

25 4 2015／3 収益管理の研究：フィットネス・クラブＡ社の事例研究を通じて 手嶋 竜二，金川 一夫

26 1 2015／7 The Role of Optimism in Cross-Cultural Adaptation and Developing Foreign
Language Fluency Timothy Dean Keeley

26 1 2015／7 物質的実践と企業間取引のダイナミズム：株式会社山本金属製作所の脱系列化への取
り組みを通して

ホームズ 聡子，早坂
啓，松嶋 登

26 1 2015／7 まちづくり研究およびソーシャル・イノベーション研究の理論的課題に関する一考察 木村 隆之

26 2 2015／11 自己株式会計の問題点：原価法と額面法・払込資本法の検討 奥薗 幸彦

26 2 2015／11 中小企業のための会計制度に関する研究：金融機関への情報提供について 金川 一夫

26 2 2015／11 租税逋脱の倫理性に関する実証的研究：日本における意見調査を中心に Robert W. McGee，魏 巍

26 3 2016／1 自動車部品標準化の経路に関する1考察：日本自動車部品企業における1956年から
1990年代末までの製品標準化の変遷 宇山 通

26 3 2016／1 美容医療契約の特質 岡田 希世子

26 3 2016／1 価値共創におけるプレイヤー間の関係性：ハーレーダビッドソン・ジャパンの事例 真木 圭亮

26 4 2016／3 Is a Native-like Accent in a Foreign Language Achievable? Examining Neurological,
Sociological, Psychological, and Attitudinal Factors Timothy Dean Keeley

26 4 2016／3 中高年齢者のセカンドキャリア支援に関する考察 安 熙卓

26 4 2016／3 学年横断型 PBL におけるコーチング導入効果の試行的考察：2014－2015年度の「事
業開発演習」での事例から 聞間 理

26 4 2016／3 「距離」の概念に基づくサービス企業の国際化に関する一考察：アジア「新・新興国」
CLM を事例として 柳田 志学

27 1 2016／7 A Polyglot’s Perspective on the Age Factor in Foreign Language Acquisition Timothy Dean Keeley

27 1 2016／7 組織ルーティン変容プロセスにおける「組織アンラーニング」の位置づけ：「前提と
してのアンラーニング」と「結果としてのアンラーニング」 伊藤 精男

27 1 2016／7 旅行業の会計処理に関する研究：受注型企画旅行の取引について 于 佳，金川 一夫
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27 1 2016／7 移行経済における会計制度変遷に関する一考察：比較制度分析を手がかりに 魏 巍

27 2 2016／11 製造業における系列取引のコントロールの仕組み：経験的研究が導く理論的課題の提
示 上西（ホームズ）聡子

27 2 2016／11 Third Financial Bailout for India’s State-owned Power Distribution Companies - and
Why it Matters

Alexander Ryota Keeley,
Timothy Dean Keeley

27 2 2016／11 サービス風土研究の概要と今後の展望 徐 彬如，侯 利娟

27 2 2016／11 マルチチャネル小売業とチャネル統合の必要性について再考察 方 慧美

27 2 2016／11 The perspective of Internationalization of service multinationals: A Case Study
Analysis for Food Service in the Philippines YANAGIDA Shigaku

27 3 2017／1 VW グループ，トヨタの標準化アプローチに関する比較分析：1990年代後半から2000
年代におけるプラットフォームの統一性比較を中心に 宇山 通

27 3 2017／1 中小企業のための会計制度に関する研究：経営状況の把握に役立つ会計について 金川 一夫

27 3 2017／1 産業大学の誕生と時代背景：「産学一如」前史小考 木元 富夫

27 3 2017／1 Perceived Market Risk of the Renewable Energy Industry in the United States Alexander Ryota Keeley,
Timothy Dean Keeley

27 4 2017／3 日本の女性労働と雇用管理 安 熙卓

27 4 2017／3 継続的役務提供契約における解除をめぐる諸問題：中途解約権の問題を中心に 岡田 希世子

27 4 2017／3 産業革命論小考：「産学一如」を糸口に 木元 富夫

27 4 2017／3 順序制約情報に基づくミカエリス・メンテン式のパラメータの推定について 孫 宏傑

27 4 2017／3 ファイブフォースの規定要因に関する考察 文 言

27 4 2017／3 自治体調査業務の改善方策の検証と検討：福岡市における先行的取組み事例を中心に 山下 永子

28 1 2017／8 韓国における労働運動の歴史的展開 安 熙卓

28 1 2017／8 研修効果の転移条件：アクターネットワーク理論の視点から 伊藤 精男

28 1 2017／8 小売業のオムニチャネル戦略が生み出す可能性：探索と購買の分離を踏まえたチャネ
ル統合の必要性 方 慧美

28 2 2017／11 会計制度に対する経済政策の及ぼす影響に関する一考察：移行経済の場合 魏 巍

28 2 2017／11 Understanding Heart and Mind Interaction for Optimal Functioning in Foreign
Languages and Cultures: A Focus on the Importance of Affect (Emotions) Timothy Dean Keeley

28 2 2017／11 「厚生」概念に基づく日本型ソーシャル・イノベーション研究の再考 木村 隆之

28 2 2017／11 サービス・エンカウンターにおける従業員満足と顧客満足との関係性研究の展望 徐 彬如，侯 利娟

28 2 2017／11 中国における環境マーケティング研究に関する一考察 侯 利娟

28 3 2018／1 韓国の女性労働と雇用政策 安 熙卓

28 3 2018／1 1970年代初頭における部品共通化の到達点：自動車部品共通化の発展段階解明に向け
た一考察 宇山 通

28 3 2018／1 The Potential Effects of Language Switching on Self-Concept,Values and Personality
Expression: Examining the Evidence Timothy Dean Keeley

28 4 2018／3 Analytical Models in Earnings Management: A Review Joohee Ahn

28 4 2018／3 デューイ『評価の理論』に含まれた価値評価の原理：価値評価に関する評価の方向性
の展望 上西 聡子

28 4 2018／3 美容医療広告における法的規制と民事責任のあり方 岡田 希世子

28 4 2018／3 チャンキングを利用した簿記教育方法の提案 金川 一夫，手嶋 竜二

28 4 2018／3 レゴⓇシリアスプレイⓇ（LSP）メソッドを活用したプロジェクト・ベースト・ラーニ
ングにおける自己成長と変化の測定

聞間 理， 森田 健，
岸 智子，西田 武司

28 4 2018／3 業者間競争の影響要因に関する考察 文 言

28 4 2018／3 官学連携による自治体調査業務改善方策の研究：九州の基礎自治体アンケート調査分
析に基づく自治体職員研修導入の可能性と課題 山下 永子

28 4 2018／3 二輪車部品サプライヤーの国産生産分業の進展：試論としての類型化 横井 克典， 東 正志

注）＊A：経営学部創立20周年記念論文集，＊＊B：大学院経営研究科開設記念号，＊＊＊C：大学院経営研究科博士
後期課程増設記念号
出所）九州産業大学図書館学術リポジトリ（http://repository.kyusan-u.ac.jp/dspace），国立国会図書館サーチ
（http://iss.ndl.go.jp），2018年11月16日検索

金 川 一 夫

28



おわりに

本稿では，九州産業大学経営学部経営学会により刊行されてきました『経営学論集』の歴史

を辿ってきました。1990年に『経営学部創立20周年記念論文集』が刊行された後，創刊号『経

営学論集』第1巻第1号が発刊されました。そして，2018年に刊行された『経営学論集』第28

巻4号が最終刊になりました。この28年の間に，多くの先生がさまざまなテーマで執筆されて

います。九州産業大学経営学部において，経営学の教育と研究に真摯に取り組まれてきた先生

がたの想いが伝わってきます。これまで『経営学論集』の刊行に貢献されてきましたすべての

先生がたと，煩瑣な事務手続きを行なっていただきました経営学部事務室の皆様に心から感謝

の意を表したいと思います。

最後に，『経営学論集』の刊行にあたって，ご尽力していただきました印刷会社の皆様，長

い間，本当にありがとうございました。
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